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 ピッチ角 θ=5，10 degでの𝐶𝑙𝑝の解析結果を図１に，右ロール運動中の左エレボン付近の流線を
図２に示す. 𝐶𝑙𝑝は負であれば動安定（ロールダンピング）である．EFD において θ=5 degより θ=10 
degの方が𝐶𝑙𝑝の絶対値が小さくなっている. この要因としては，θ=10 deg のときは θ=5 degに比べ
て主翼による吹き下ろしが強く，さらに右ロール中は左主翼よりも右主翼による吹き下ろしが強
いことからエレボンに右ロールモーメントがはたらき，これが主翼におけるロールダンピングを




(a) ピッチ角５度. (b) ピッチ角１０度 
図１ 𝐶𝑙𝑝 vs ?̂?. 
  






 ピッチ角 θ=5，10 degでの𝐶𝑛𝑝の解析結果を図３に，右ロール運動中の垂直尾翼の圧力分布を図






(a) ピッチ角５度. (b) ピッチ角１０度 
図３ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂?. 
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(a) ピッチ角５度. (b) ピッチ角１０度 
図４  垂直尾翼表面の圧力分布 
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